






要約:骨形成不全症 43 例の自験例について、骨折の頻度、骨折の部位について病型の分類

とあわせて検討した。14 例に生下時すでに骨折が見られ、生後 3 歳位までにほとんどの

例が初回骨折を起こしていた。骨折の頻度は多く 20 回を越える例も見られている。

 手術を施行した件数は 172 件で、骨折治療、矯正、内固定金属の入れ換えなどであった。

髄内固定に Bailey-rod を用いた治療の効果と問題点を検討した。成長期に挿入されロッ

ドが伸長した例に合併症が多かった。


